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佐
藤
一
郎
教
授
年
譜. 
著
作
目
録





年

三並
ロ日

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
零
歳

五
月
二
十
七
日
、
父
佐
藤
和
一
郎
・
母
な
つ
ゑ
の
長
男
と
し
て
東
京
西
郊
の
巣
鴨
町
に
生
ま
る
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

歳

現
、
世
田
谷
区
代
沢
一
丁
目
（
当
時
、
下
代
田
）
へ
転
居
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
四
歳

桜
幼
稚
園
入
国
。
園
長
は
の
ち
の
自
民
党
幹
事
長
庚
川
弘
禅
氏
。
も
と
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
七
歳

桜
幼
稚
園
卒
園

目
黒
区
立
駒
場
小
学
校
入
学
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
二
十
三
歳

目
黒
区
立
駒
場
小
学
校
卒
業
。

東
京
府
立
第
十
中
学
（
現
、
都
立
西
高
）
入
学
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
七
歳

東
京
府
立
第
十
中
学
卒
業
。



東
洋
大
学
文
学
部
予
科
入
学
。

中
国
語
を
永
島
栄
一
郎
先
生
に
習
う
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
二
十
歳

東
洋
大
学
文
学
部
予
科
修
了

慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
入
学
。
奥
野
信
太
郎
先
生
に
師
事
す
。
藤
田
祐
賢
・
村
松
峡
両
先
輩
も
中
国
文
学
専
攻
に
在
学
中
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
O
）
二
十
二
歳

慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
卒
業
。
旧
制
の
最
後
の
繰
上
げ
卒
業
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
二
二
十
三
歳

一
一
月
、
慶
応
義
塾
図
書
館
勤
務
。

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
二
十
五
歳

四
月
、

父
病
死
す
。

昭
和
二
十
九
年
ご
九
五
四
）
二
十
六
歳

十
月
、
雑
誌
「
北
斗
』
創
刊
。
同
人
は
伊
藤
敬
一
・
今
村
輿
志
雄
・
小
野
田
耕
三
郎
・
高
畠
穣
・
立
間
祥
介
・
宇
田
礼
・
松
井
博
光
・
阿

部
幸
夫
・
秋
元
一
郎
・
佐
藤
一
郎
・
君
島
久
子
・
櫓
山
久
雄
で
あ
る
。
の
ち
に
竹
内
実
・
奥
平
卓
・
川
本
邦
衛
が
同
人
に
加
わ
っ
た
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
三
十
一
歳

三
月
、
関
口
育
子
と
結
婚
。

七
月
、
『
北
斗
』
通
巻
十
九
号
を
刊
行
し

終
刊
。



昭
和
三
十
七
年
ご
九
六
二
）
三
十
四
歳

四
月
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
。

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
三
十
五
歳

四
月
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
助
手
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
三
十
六
歳

四
月
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
専
任
講
師
。

国
学
院
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
現
在
に
至
る

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
三
十
七
歳

十
月
、
長
女
文
誕
生
。

昭
和
四
十
一
年
ご
九
六
六
）
三
十
八
歳

十
一
月
、
川
崎
市
多
摩
区
西
三
田
へ
転
居
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
四
十
歳

一
月
、
奥
野
先
生
急
逝
。

四
月
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
助
教
授

昭
和
四
十
五
年
二
九
七

O
）
四
十
二
歳

一
一
月
、
妻
育
子
病
死
。

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
ご
四
十
三
歳



十
一
月
、
伊
藤
千
江
子
と
結
婚
。

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
四
十
五
歳

四
月
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
四
十
六
歳

八
月
、
長
男
元
誕
生
。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
四
十
九
歳

二
月
、
横
浜
市
緑
区
美
し
が
丘
へ
転
居
。

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
二
五
十
三
歳

四
月
、
大
正
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
昭
和
五
十
七
年
度
ま
で
）

国
学
院
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
を
兼
ね
る
。

（
現
在
に
至
る

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
五
十
八
歳

四
月
、
東
洋
大
学
大
学
院
講
師
（
現
在
に
至
る
）

平
成
二
年
（
一
九
九
O
）
六
十
二
歳

三
月
、
文
学
博
士
（
慶
応
義
塾
大
学
）

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
六
十
五
歳

十
二
月
。
母
永
眠
、
享
年
九
十
一
。



平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
六
十
六
歳

三
月
三
十
一
日
、
慶
応
義
塾
大
学
を
定
年
退
職
。

四
月
一
日
、
大
正
大
学
文
学
部
教
授
に
就
任
。
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
講
師
兼
務
。



著
作
目
録

一
、
著

書
（
単
行
本
）

『
唐
宋
八
家
文
』
（
中
国
古
典
新
書
）
明
徳
出
版
社

『
中
国
文
学
史
』
初
版

慶
応
通
信

昭
和
必
年
4

月

『
中
国
文
学
史
』
改
訂
版

慶
応
通
信

昭
和
ω
年
3

月

『
中
国
文
学
史i
近
世
後
期
・
現
代
1

』
下
（
中
国
文
化
全
書
）
高
文
堂
出
版
社

『
中
国
文
章
論
」

研
文
出
版

昭
和
白
年
5

月

平
成
6

年
5

月
刊

『
江
南
の
士
大
夫
文
学
』
近
代
文
義
社

二
、
物

語
（
単
行
本

『
水
論
伝
』
（
『
中
国
文
学
名
作
全
集
』
）
盛
光
社

「
西
遊
記
』
（
『
中
国
文
学
名
作
全
集
』
）
盛
光
社

『
水
器
伝
』
盛
光
社

昭
和
必
年
叩
月

『
西
遊
記
』

す
ば
る
書
房

昭
和
日
年
5

月

三
、
共
編
著

昭
和
必
年
9

月

昭
和
必
年
3

月

昭
和
位
年
3

月

昭
和
田
年
2

月



『
中
国
文
学
小
辞
典
』
高
文
堂
出
版
社

昭
和
U
年
4

月

『
中
国
文
学
概
論
』

高
文
堂
出
版
社

昭
和
引
年
3

月

『
中
国
小
説
小
事
典
』
高
文
堂
出
版
社

平
成
2

年
3

月

『
漢
字
に
強
く
な
る
本
』

光
文
書
院

昭
和
白
年
9

月

『
続
・
漢
字
に
強
く
な
る
本
』

光
文
書
院

昭
和
同
年
間
月

四
、
論
文
・
評
論
（
雑
文
・
短
文
・
書
評
は
除
く

曹
馬
の
「
雷
雨
」
に
つ
い
て
『
三
田
文
学
』
但
巻
2

号

昭
和
初
年
6

月

古
陶
と
黄
土
の
子
1

「
北
京
人
」j
『
三
田
文
学
』4
巻
5

号

昭
和
初
年
9

月

骸
骨
の
梯
子
i

「
日
出
」i
『
三
田
文
学
』4
巻
4

号

昭
和
初
年
8

月

母
を
生
む
国
l

「
蹴
変
」1
『
三
国
文
学
』
必
巻2
号

昭
和
幻
年
3

月

近
代
へ
の
実
験
i

「
原
野
」i
『
三
回
文
学
』
位
巻8
号

昭
和
幻
年
刊
月

郭
沫
若
論
序
説

『
三
田
文
学
』
必
巻8
号

昭
和
初
年
刊
月

中
国
に
お
け
る
近
代
ロ
マ
ン
の
出
発
点
『
北
斗
』
1

巻
2

号

昭
和
幼
年
ロ
月

芥
川
龍
之
介
と
中
国

『
北
斗
』2
巻
3

号

昭
和
泊
年
5

月

曾
国
藩
に
つ
い
て

『
芸
文
研
究
』6
号

昭
和
泊
年
ロ
月

清
末
文
学
の
周
辺

『
北
斗
』3
巻
1

号

昭
和
犯
年
9

月



曾
国
藩
と
俗
文
学

『
芸
文
研
究
』7
号

昭
和
辺
年
ロ
月

梁
啓
超
と
そ
の
文
学

『
北
斗
』4
巻
3

号

昭
和
お
年
〔
4

月
〕

方
琶
の
散
文

『
芸
文
研
究
』
ロ
号

昭
和
初
年
7

月

戴
名
世
・
方
琶
の
交
遊
よ
り
見
た
る
桐
城
派
古
文
の
成
立

「
芸
文
研
究
』
日
号
昭
和
均
年
日
月

帰
有
光
の
系
譜

『
芸
文
研
究
』
初
号

昭
和
刊
年
日
月

清
の
詩
文

『
国
学
院
雑
誌
』
釘
巻9
号

昭
和
制
年
9

月

魯
迅
雑
文
中
の
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
『
芸
文
研
究
』
お
号

昭
和
位
年
2

月

〔
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
研
究
会
報
』
問
号
に
転
載
）

漢
文
教
師
的
解
釈
「
毛
沢
東
語
録
」

『
現
代
の
眼
』8
巻
2

号

昭
和
必
年
2

月

梁
啓
超
に
お
け
る
「
文
学
」

『
芸
文
研
究
』
幻
号

昭
和
制
年
3

月

哀
枚
に
お
け
る
詩
文
の
位
置

『
国
学
院
大
学
漢
文
学
会
々
報
」
η
号

昭
和
U
年
3

月

二
つ
の
路
線
の
熱
い
照
磨

『
国
文
学
』
日
巻8
号

昭
和
羽
九
年
7

月

啓
蒙
家
・
官
一
伝
家
と
し
て
の
梁
啓
超
と
そ
の
文
学
『
現
代
中
国
』
お
号
昭
和
田
年
3

月

長
崎
遠
望
i

頼
山
陽
の
こ
と
j

『
北
葉
」
お
号

昭
和
田
年
9

月

孔
子
の
人
間
学

『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
』
初
巻3
号

昭
和
町
年
3

月

〔
『
孔
子
・
日
本
人
に
と
っ
て
『
論
語
』
と
は
な
に
か
』
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
杜平成
元
年
ロ
月
刊
に
転
載
〕

明
清
に
お
け
る
王
陽
明
詩
文
の
評
価

『
国
学
院
雑
誌
』
鉛
巻
日
号
昭
和
ω
年
日
月



同
郷
人
帰
有
光
と
王
世
貞

『
国
学
院
大
学
漢
文
学
会
々
報
』
担
号
昭
和
白
年
2

月

梁
啓
超
に
お
け
る
桐
城
派

『
史
学
』
日
巻3
号

昭
和
白
年
日
月

江
戸
・
明
治
期
に
お
け
る
桐
城
派

『
芸
文
研
究
』
M
号

平
成
元
年
3

月

劉
大
栂
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て

『
芸
文
研
究
』
日
号

平
成
2

年
日
月

方
舟
の
経
義
と
清
代
古
文

『
慶
謄
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
』
幻
号

桐
城
派
の
再
検
討

「
国
学
院
中
国
学
会
報
』
お
八
号

平
成
4

年
目
月

同
時
代
人
桃
蕪
と
戴
震
・
段
玉
裁

『
慶
謄
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
』M
号

五
、
中
国
文
論
文

李
白
対
李
肇
竜
王
世
貞
及
荻
生
祖
徳
的
影
響

夏

文
宝
訳

（
『
中
日
李
白
研
究
論
文
集
』
所
収
中
国
展
望
出
版
社

一
九
八
六
年
十
月

関
子
桐
城
派
的
幾
個
問
題

（
『
桐
城
派
研
究
論
文
選
』
所
収
黄
山
書
社

一
九
八
六
年
十
一
月

挑
蕪

鴻
春
訳

呉

顧

易
生
編
『
十
大
散
文
家
』
所
収

一
九
九
O
年
七
月

上
海
古
籍
出
版
社

帰
有
光
的
譜
系

松
涛
訳

楊

（
銭
仲
聯
主
編
『
明
清
詩
文
研
究
資
料
輯
叢
』
所
収
吉
林
文
史
出
版
社

平
成
2

年
ロ
月

平
成
4

年
ロ
月

台
湾
世
界
文
物
出
版
社
版

一
九
九
O
年
八
月
）

一
九
九
二
年
一
月
刊
行
）



六
、
史

伝

竜
の
精
（
『
新
十
八
史
略
物
語
』1

『
王
道
覇
道
の
巻
』
所
収
）
河
出
書
房
昭
和
泊
年
叩
月

郎
郭
の
攻
防
（
「
新
十
八
史
略
物
語
』
2

「
戦
国
群
雄
の
巻
』
所
収
）
河
出
書
房
昭
和
泊
年
日
月

名
将
と
文
豪
（
『
新
十
八
史
略
物
語
』3

『
名
将
文
豪
の
巻
』
所
収
）
河
出
書
房
刀
コ
n
u
－
－
戸
「
ワ
ム
1
1

町
エ
↑

3

司

1
F

班
超
物
語
（
『
新
十
八
史
略
物
語
』
4

『
秋
風
五
丈
原
の
巻
』
所
収
）
河
出
書
房
昭
和
認
年
1

月

甘
露
の
変
（
『
新
十
八
史
略
物
語
』
5

『
長
恨
歌
の
巻
』
所
収
）
河
出
書
房
社
昭
和
幻
年
8

月

詩
文
と
哲
学
（
『
新
十
八
史
略
物
語
』
6

『
草
原
の
英
雄
の
巻
』
所
収
）
河
出
書
房
新
社
昭
和
幻
年
8

月

線
門
に
死
す
・
胡
風
暇
喉
（
『
新
十
八
史
略
物
語
』7

「
興
亡
悲
歌
の
巻
』
所
収
）
河
出
書
房
新
社
昭
和
幻
年
m
月

桑
を
つ
む
女
（
『
新
十
八
史
略
物
語
』8

『
傾
国
艶
色
の
巻
』
所
収
）
河
出
書
房
新
社
昭
和
認
年
日
月

永
柴
帝
（
「
新
十
八
史
略
物
語
』
叩
『
疾
風
八
幡
船
の
巻
』
所
収
）
河
出
書
房
新
社
昭
和
お
年
1

月

明
暗
絵
巻
（
『
新
十
八
史
略
物
語
』
日
『
南
海
残
夢
の
巻
』
所
収
）
河
出
書
一
局
新
社昭
和
お
年
2

月

清
初
の
三
哲
（
『
新
十
八
史
略
物
語
』
ロ
『
紫
雲
紅
楼
の
巻
』
所
収
）
河
出
書
房
新
社
昭
和
お
年
3

月

曾
国
藩
と
李
鴻
章
（
『
新
十
八
史
略
物
語
』
日
『
竜
旗
孤
影
の
巻
」
所
収
）
河
出
書
房
新
社昭
和
お
年
4

月

鄭
衆
と
梁
糞
（
『
人
物
中
国
の
歴
史
』
5

「
三
国
志
の
世
界
』
所
収
）
集
英
社

昭
和
同
年
7

月

楚
の
荘
王
（
『
人
物
中
国
の
歴
史
』
1

『
大
黄
河
の
夜
明
け
』
所
収
）
集
英
社

昭
和
問
年
9

月

宋
の
太
祖
（
『
人
物
中
国
の
歴
史
』
7

『
中
国
の
ル
ネ
サ
ン
ス
』
所
収
）
集
英
社
昭
和
問
年
ロ
月



官
官

『
歴
史
読
本
』
幻
巻4
号

昭
和
町
年
3

月

（
『
中
国
の
名
将
と
名
参
謀
』
新
人
物
往
来
社
平
成
3

年
ロ
月
刊
に
転
載
）

黄
巾
の
乱

『
歴
史
読
本
』
m
巻
1

号

昭
和
問
年
1

月

（
『
三
国
志
の
軍
師
諸
葛
孔
明
』
新
人
物
往
来
社
平
成
4

年
2

月
所
収
）

二
国
志
の
巣
雄
た
ち

「
歴
史
読
本
」
却
巻1
号

昭
和
ω
年
1

月

七
、
事
典
・
年
鑑
・
研
究
書
・
評
論
集
所
収
論
文
（
事
典
は
大
項
目
の
み
採
録
）

郭
沫
若
・
曹
高
（
竹
内
好
・
岡
崎
俊
夫
編
『
現
代
中
国
の
作
家
た
ち
』
所
収
）
和
光
社

昭
和
m
年
7

月

民
国
以
後
の
文
芸
（
『
玉
川
百
科
大
事
典
」
日
『
日
本
東
洋
文
芸
』
所
収
）
誠
文
堂
新
光
社昭
和
お
年
9

月

文
芸
（
ア
ジ
ア
政
経
学
会
編
『
中
国
政
治
経
済
綜
覧
』
所
収
）

昭
和
均
年
1

月

近
世
小
説
の
研
究
と
資
料
（
大
阪
市
立
大
学
中
国
文
学
研
究
室
編
『
中
国
の
八
大
小
説
』
所
収
）
平
凡
社
昭
和
紛
年
6

月

古
文
（
「
中
国
文
化
叢
書
』
4

『
文
学
概
論
』
所
収
）
大
修
館
昭
和
位
年
9

月

水
器
伝
・
古
文
・
帰
有
光
・
方
琶
・
郭
沫
若
（
「T
・
B

・
S

ブ
リ
タ
ニ
カ
』
所
収
）
昭
和
U
年
5

月

i
ω
年
日
月

『
唐
宋
八
家
文
読
本
』
の
成
立
（
「
漢
文
研
究
シ
リ
ー
ズ
』6

『
唐
宋
八
家
文
』
所
収
）
尚
学
図
書
昭
和
日
年
5

月

文
章
（
『
中
国
文
学
概
論
』
所
収
）
高
文
堂
昭
和
白
年
3

月

梁
啓
超
に
お
け
る
湖
南
i

と
く
に
禁
鍔
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て

i

（
山
田
辰
雄
編
『
近
代
中
国
人
物
研
究
』
慶
磨
義
塾
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
所
収
）
昭
和
白
年3
月



八
、
高
校
教
科
書

『
新
版
漢
文
』
上
・
下

三
省
堂

昭
和
必
年
3

月

金
谷
・
青
木
・
小
野
・
内
藤
・
松
浦
と
共
編

『
新
版
古
典
』
三
省
堂

昭
和
特
年
3

月

金
谷
治
他
と
共
編

『
李
白
と
杜
甫i
唐
詩
の
心
i

』

三
省
堂

昭
和
的
年
3

月

金
谷
治
他
と
共
編

『
孔
子
と
論
語
』
三
省
堂

昭
和
的
年
3

月

金
谷
治
他
と
共
編

九
、
新
聞
・
放
送

「
読
売
新
聞
』
「
海
外
文
学
だ
よ
り
」
欄

路
賓
基
「
山
国
の
物
産
」
・
支
蕪
「
お
い
た
ち
の
記
」
（
世
界
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ーu
）
読
売
新
聞

昭
和
叫
年
7

月
i

幻
年
3

月
ま
で
担
当

浩
然
「
栄
光
へ
の
道
」
（
世
界
の
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
l
M
H）
読
売
新
聞

『
世
界
日
報
』
書
評
欄

昭
和
同
年
ロ
月
1

日
年
5

月
ま
で
担
当

N
H
K

高
校
国
語
H

昭
和
問
年
度
N
H
K

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

昭
和
U
年
目
月
8

日

昭
和
同
年
4

月

昭
和
4
年
5

月
1

日



伊
藤
博
之
・
古
林
尚
と
共
著

N
H
K

高
校
国
語
H

昭
和
五
十
九
年
度
N
H
K

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

昭
和
問
年
4

月

伊
藤
博
之
・
古
林
尚
と
共
著

孔
子
の
生
き
方
に
学
ぶ
（
カ
セ
ッ
ト
）
た
ん
ぱ
経
営
セ
ミ
ナ
ー

ラ
ジ
オ
た
ん
ぱ
サ
ー
ビ
ス

「
唐
国
随
想
」
付l
同

世
界
日
報

平
成
4

年
ロ
月
i

平
成
5

年
2

月

十
、
福
沢
研
究

中
国
に
お
け
る
福
沢
諭
吉
研
究
『
史
学
』
紛
巻
1

号

昭
和
白
年
1

月

臼
杵
図
書
館
蔵
「
福
沢
先
生
遺
籍
」
解
題
初
稿
『
史
学
』
必
巻2
・
3

号

昭
和
M
年
6

月

福
沢
先
生
御
両
親
の
結
婚
の
年
月
『
福
沢
手
帳
』
お
号

昭
和
田
年
6

月

蔵
役
人
福
沢
百
助
を
め
ぐ
る
大
坂
文
壇
『
芸
文
研
究
』
ω
号

昭
和
田
年
9

月慶
慮
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー

豊
前
・
豊
後
お
よ
び
大
坂
の
学
問
と
福
沢
家
『
近
代
日
本
研
究
』
第2
巻

福
沢
百
助
著
『
果
育
堂
詩
稿
』
訳
注
一
『
史
学
』
必
巻1
号

昭
和
田
年
日
月

福
沢
百
助
著
「
呆
育
堂
詩
稿
』
訳
注
二
『
史
学
』
日
巻
1

・
2

号

昭
和
田
年
6

月

福
沢
百
助
著
『
呆
育
堂
詩
稿
』
訳
注
三
『
史
学
』
臼
巻1
号

昭
和
同
年
6

月

福
沢
百
助
著
「
果
育
堂
詩
稿
』
訳
注
四
『
史
学
』
日
巻
2

・
3

号

昭
和
問
年
7

月

福
沢
百
助
著
『
呆
育
堂
詩
稿
』
訳
注
五
『
史
学
』
日
巻
2

・
3

号

昭
和
白
年
1

月

昭
和
白
年
8

月

昭
和
臼
年
3

月



十
一
、
翻
訳
（
単
行
本
）

『
水
論
伝
』
（
『
デ
ュ
エ
ッ
ト
版
世
界
文
学
全
集
』
）
集
英
社昭
和
制
年
ロ
月

『
水
論
伝
』
（
『
愛
蔵
版
世
界
文
学
全
集
』
）
集
英
社昭
和
印
年
3

月

『
水
論
伝
』

（
『
集
英
社
版
世
界
文
学
全
集
』
）
集
英
社昭
和
弘
年
6

月

『
水
瀞
伝
』
一
一
（
『
集
英
社
版
世
界
文
学
全
集
」
）
集
英
社
昭
和
M
年
7

月

（
共
訳
本
）

『
曹
関
篇
』
「
日
出
」
（
『
現
代
中
国
文
学
全
集
』
日
巻
所
収
）
河
出
書
房
昭
和
却
年
ロ
月

（
雑
誌
・
単
行
本
所
収
）

茄
志
鵠
「
高
い
白
楊
樹
」

『
群
像
』
口
巻6
号

昭
和
幻
年
6

月

「
故
郷
」
「
白
蛇
伝
」
（
『
世
界
短
篇
文
学
全
集
』
日
「
中
国
文
学
』
所
収
）
集
英
社

昭
和
初
年
6

月


